
自動車メーカーの操業開始に併せ、大衡ICを整備、

仙台塩釜港の自動車の取扱能力を年間38万台から

60万台に強化（水深7.5m→水深9mなど）

併せて、仙台北部道路など機能的な物流インフラの存在や宮城県の企業誘致により、企業の投資を実現

東日本大震災後、仙台塩釜港の早期利用再開などにより、自動車メーカーの生産活動の回復を後押し
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震災からの復興
東北の完成自動車積出拠点

平成22年岸壁
（水深7.5m→9m）暫定供用

平成25年岸壁、航路・泊地
（水深7.5m→9m）供用

仙台塩釜港（仙台港区） 完成自動車取扱の推移完成自動車移出取扱量
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関連産業の立地等状況

宮城県大衡村
自動車組立工場
（平成23年1月稼働）
▼投資額：約500億円
▼雇用増：約400人

宮城県大和町エンジン工場
（平成24年12月稼働）
▼投資額：約300億円
▼雇用増：約500人

Ｈ２４から完成自動車
移出取扱量が増加

仙台塩釜港の早期供用開始により
震災発生後３ヶ月で前年度ベースまで回復
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仙台塩釜港
4.1 利用再開

H23.3.11 東日本大震災の発生
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